
平成 30年 3月 3日（土） 13:00～16:00 

 

 

平成２９年度 
主催：（公財）新潟市国際交流協会 

 
つながるための会話力、自己実現のための 

会話力アップのために 
 
 

講 師  近藤 裕美子先生 

（元国際交流基金マドリード日本文化センター 日本語教育アドバイザー） 
 
奥村 三菜子先生 

（鹿児島キャリアデザイン専門学校 非常勤講師 オンライン出演） 

 

 

□会 場□  クロスパルにいがた 5 階 交流ホール（新潟市中央区礎町通 3 ノ町 2086 番地） 

■対 象■  日本語学習支援に携わっている方等 

□定 員□  50 名（先着順）       ■参加費■  500 円 

□申込み□  電話またはメールでお申込みください。その際、氏名・電話番号・お住まいの区や 

市町村をお知らせください。 

（公財）新潟市国際交流協会 （新潟市中央区礎町通 3 ノ町 2086 番地） 

℡：025-225-2727   Email:kyokai@nief.or.jp 
 
 

 

講師プロフィール 

新潟市出身。国際交流基金日

本語教育専門家として、タイ、モ

ロッコ、フランス、アイルランド、

スペインの日本語教育に従事。

日本語講座担当のほか日本文

化センターや教育省でアドバイ

ザー業務に携わる。日本語教

師の生涯学習、オンラインを活

用した学びの場の構築に関心

を持って活動している。 

 

 

日時 

奥村三菜子先生 

講師プロフィール 

富山県出身。1990年代より

海外（中国、ドイツ等）で日

本語教育に携わる。2013年

より日本国内の大学、短大、

専門学校等で CEFRを応用

した日本語教育を実践。現

在は鹿児島市在住。 

主著：『日本語教師のための

CEFR』（くろしお出版） 
 

ある程度コミュニケーションはできるけれど、会話

力アップに伸び悩んでいる学習者はいませんか。

そもそも学習者が日本語を使って社会で生きてい

くために必要な会話力とは何でしょうか？  

 社会参加のための日本語の運用能力、特に会

話能力について、共存社会を目指すヨーロッパで

生まれ、現在世界の言語教育に大きな影響を与

えている CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）を土

台として、一緒に考えてみませんか？ 

 また、オンラインでつながりながら、日本語学習

の場を作っていく可能性についてもご紹介し、実

際に少し体験していただきたいと思います。 

 

 

 
近藤裕美子先生 

 


